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▶欧米では10年以上前から発足し，日本でも少
なくとも5年以上前からその重要性が指摘されて
きた院内急変対応システム（RRS）。加速する超
高齢化社会を背景に今年の診療報酬改定では
さらなる医療機能の分担が明確化されましたが，
超急性期，急性期を目指す病院にとっては常に
高齢者，重症度の高い患者，高度な手術を行う
患者が，速いサイクルで入退院を繰り返す，“総ハ
イリスク患者時代”を迎えたと言えます。そうした
時期に満を持してRRS特集をお届けすることが
できました。藤谷茂樹先生はじめ執筆に携わって
くださった皆さんは「劇団」を組み，導入を検討
される施設にシミュレーションによる出前研修を実
施しています。患者・スタッフの安全を守るRRS
の立ち上げをぜひご検討ください。（小齋）

▶「エターナル・サンシャイン」などで知られるミ
シェル・ゴンドリー監督が，言語学者ノーム・チョ
ムスキー氏にインタビューを行ったドキュメンタリー
映画「背の高い男は幸せ？」（2013 年・米）。教
育について問われたチョムスキー氏は「『なぜ？』
と問わない人間の思考は他人のもののレプリカに
すぎない」と語ります。▶熊谷雅美さんのインタ
ビュー（特集 1）でも，新人研修の中では「『な
ぜ私は今この行為をしているのか』を伝えていくこ
とが大事」というご発言がありました。▶「なぜ？」
を伝える者，「なぜ？」を問う者，双方の存在で
獲得される知が積み重なって初めて，現場で自ら
考え，行動できる人間が誕生するのかもしれませ
ん。私も「なぜ？」を忘れずにいきたいと思います。
（笹山）
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アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をよろしくお願いいたし
ます。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。あ
わせてフォローをお願いいたします。

facebook始めました！

特集

「特定行為に係る看護師」
研修制度の活用に向けて
2010 年からの厚生労働省「チーム医療推進会議」およびワーキンググループでの議論を
経て，2013 年 3月にまとめられた「特定行為に係る看護師の研修制度（案）」。制度化に
向けて，2014 年春の通常国会での関連法改正が予定されている。本制度の内容や今後
の予定についてのQ&Aとともに，試行事業を経験した看護師からの報告をお届けする。
【Q&A】特定行為に係る看護師の研修制度について◉島田陽子
現場でどう活用していくか，そのために何が必要か◉高橋久美子
【試行事業対象看護師の活動の実際と課題】

筑波メディカルセンター病院◉木澤晃代
国立長寿医療研究センター◉平野優
東京医科大学病院◉冷水育
議論を経て実現した制度化への期待◉有賀徹

巻頭

うちの師長会・主任会⑦　横浜市立みなと赤十字病院
特別記事

認定看護師の活動を可視化するための評価指標作成の取り組み
急性期病院における高齢者ケアの質向上を目指して②◉古田愛子ほか
心理・社会的側面からがん患者ケアを補完するマギーズセンター
医学知識を持った友人のような相談支援◉村上紀美子
TOPICS

「ケアする者/ケアされる者」の二分法を超えて
当事者が語る「認知症の語り」ウェブページ◉佐久間りか

616     看護管理 Vol.24 No.06 2014

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
4 

2026/09/23 20:01:24




